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双葉通信【第 235 回】（人生は旅人№23）“ふくしまに恋をして 福島人に”  

2025 年 1 月 11 日 上田 勉 

2025 年、新年明けましておめでとうございます。今年こそ、世界・日本そして私達
にとって良い年でありますように！ 
新年にあたって、初夢と期待 
世界では、戦争犯罪人であるプーチン大統領とネタニヤフ首相が、国際司法裁判所で

逮捕・拘束される。核兵器禁止条約締結国会議に、日本がオブザーバー参加する。 
日本では、6月の都議選と 7月の参議院選挙で、立憲民主党・日本共産党や市民によ
る野党共闘が成立して、躍進する。 
災害大国日本で、今年は大きな地震・津波・台風・水害・土砂災害・豪雪・火山の噴

火などがない。 
地域の足を守るために、JR の赤字ローカル線の廃線や、公共交通（路線バス等）の
廃止がない。 
地域では、能登半島地震の被災者の生活と復興が、加速化する。（これは正夢に！） 
2025 大阪万博や 2026 名古屋アジア大会など、一過性のイベントに依存するのでは
なく、地域の地道な振興をする自治体になる。。また、原発に頼らない自治体になる。 
新年にあたって、私の小さな決意 
私は、この 1 月 26 日で満 76 歳になります。毎年体力の低下を感じます。左足は変
形性膝関節症ですが、びっこを引きながら、1日 1万歩以上歩くこともあります。長年
続けてきたアジアや中国の一人旅も、空港のゲートまでの長距離を歩くのがしんどくな

って、航空機の旅行は止めました。体力は落ちていますが、気力はまだかなりあります。 
東日本大震災と原発事故からこの 3月で 14年、避難していた人の多くは戻って来ま

せん。そして、原発事故による復興は、まだスタートしたばかりです。 
福島県楢葉町へ復興支援に来て、今年の 3月で 9年になります。私は物覚えが悪いで

すが（特に男の人の名前）、どこに行っても、結構周りの人達から声をかけてもらえま

す。私はどちらかと言うと孤独が好きですが、今年は、周りの人達との交流を進めたい

と思います。 
原発事故による病院避難によって、多くの重篤患者が亡くなりました。私は医療従事

者の方達に聞き取りをして、原発事故による病院避難の困難さについて、伝承すること

がライフワークになりました。 
この 4月には、放送大学べ再入学して、ライフワークについて、論文をまとめるつも

りです。また 1月からは双葉町にある福島県の東日本大震災・原子力災害伝承館で、月

に 1・2 回、病院避難について、語り部をする予定です。 
被災地の光と陰の部分についても案内します。4月の上・中旬は福島は桜が満開です。

是非、福島の被災地へ来てください。お待ちしています。 
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【初詣―相馬小高神社（南相馬市小高区）】（2025年 1月 5日撮影） 

 
【子ども食堂の餅つき大会（富岡町）】（2025年 1月 5日撮影） 
〒979-0603  
福島県双葉郡楢葉町大字井出字上ノ原 80-2 サン・コーポラスならは 2-306 
上田 勉  携帯：090-5300-4664  メールアドレス p-mia08@outlook.jp 

 
※パソコンのメールアドレスを教えて下さい 


